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　1980年代以降，とりわけ市場競争のグローバル化の
進展，製品需要構造の変化そしてME（マイクロ・エ
レクトロニクス）技術の急速な発展を契機として，生
産システムのフレキシブル化（柔軟化・弾力化・高不
確実性適応化）を軸とした経営合理化（「フレキシブ
ル合理化」）が世界的規模で展開されてきた。この点
で，競争のグローバル化に伴う合理化傾向の収敷化が
確i認されうる。このフレキシブル合理化は，1980年代
初頭以降の情報・制御技術の飛躍的発展により可能と
されるに至ったフレキシブル（＝プログラマブル）オ
ートメーションの大規模な企業内的展開を機軸にシス
テム全体のフレキシブル化を目指している。すなわち
「機械的システム」から「有機的システム」へのシス
テム転換が求められている。このシステム転換は，テ
イラー主義・フォード主i義という欧米の伝統的合理化
論理に依拠した「硬直的」な大量生産システムの修正
・変容を迫るものであった。
　欧米において，こうした合理化圧力が1980年代に大
きく加えられてきた産業は，ME技術が大量かつ広範
に投入されてきた電機・機械・金属加工産業部門であ
ったが，なかでも自動車産業は欧米各国の基幹産業で
もあるだけにもっとも大きな合理化圧力に晒されると
ころとなった。というのも，この時期欧米の自動車メ
ーカーは，製品市場環境が構造的に変化する（量的成
熟化・需要の多様化・高度化）なかで，日本の自動車
メーカーの圧倒的に強い国際競争力（生産性・品質・
コスト・リードタイム・製品開発力）が日本メーカー
の販売シェアの急上昇と欧米メーカーの販売シェアの
急減として顕在化するなかで存続の「危機」に直面し
たからに他ならない。
　しかし，またこの時期，欧米において大規模に展開
されてきた「フレキシブル合理化」は，当該企業の製
品市場における位置や各国の労使関係・労働市場・国
家規制の在り方に応じて異なった展開を見せてきたこ
とが各種の実態調査を通して明らかにされているので
あって，とくに本研究の対象とするドイツにおいて，
他の欧米メーカーに比して相対的に高い国際競争力，
直接生産部門における熟練工資格を有する余剰「専門
労働者」の存在そして「労使共同研究」制度の下での
IGメタルを中心とした労働運動の規制力の存在を背
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景として，こうしたフレキシブル合理化も一定の修正
・変容を受け，独自の展開を見せてきたことを見逃す
ことはできない。
　さらに90年代に入って「ドイツ再統一」や東欧諸国
の市場経済化，EC市場統合の動きともに絡んで，こ
うした経営合理化も新たな展開を見せてきているよう
に思われる。
　標記研究課題にについて，研究初年度において研究
担当者は標記課題に関する予備的考察として文献収集
に努めると同時に，次年度の研究成果の取り纏めに向
けて研究の蓄積に努めた。
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